


［後半］	 現代に生きる笙
—武満 徹に捧ぐ—	 	

武満 徹	 ディスタンス（1972） オーボエ＋笙  
細川俊夫	 鳥たちへの断章Ⅲ（1990）笙＋フルート 		
	 —武満徹 60 歳を祝って—

武満 徹	 セレモニアル（1992）より 
＊本来はオーケストラと笙の作品ですが、今回はご遺族のお許しを頂いて
　特別に笙独奏で演奏します。

武満徹さん（1930 ～ 1996）は、オーケストラと笙の曲『セレモニアル（1992）』を作曲なさる時、「笙の曲は何も考えなくてもすらす

ら書けるんだ」とおっしゃっていました。何も考えずにこんなに美しい音楽が生み出されるなんて !  武満徹さんに感謝をこめてこの笙

のコンサートを捧げたいと思います。

コンサートの前半は、今回も、伝承が失われた中世の古楽譜から「甦る古譜シリーズ」を。このたびは奈良の河合大明神に伝わる『鳳

凰管要略譜』をお届けします。どんな音楽が浮かび上がって来るか未知数の部分もありますが、定番の調子とは明らかに違う姿が楽譜

に記され、私自身その発見を楽しんでいるところです。これまでシリーズで演奏した復曲と同じように「雅楽の古典曲」というイメージ

を覆す、斬新で躍動感に満ちたものになることでしょう。どうぞご期待ください。

国立音楽大学卒業後、雅楽を学ぶ。古典雅楽はもとより、ジョン・ケージ、武満徹、一柳慧、細川俊夫

など現代作品の初演をはじめ、小澤征爾、Ｃ．デュトワ、Ａ．プレヴィン、大野和士の指揮のもと国内外

のトップオーケストラと数多く共演。加えてヘルムート・ラッヘンマン作曲のオペラ『マッチ売りの少女』、

坂本龍一、高谷史郎作オペラ『TIME』への出演、パリの秋芸術祭、ウィーン・モデルンなど各国の音楽

祭への出演、東京、ニューヨーク、ミラノ、パリ、ウィーン、ローマ、ロンドンなどでのリサイタルと幅

広く活躍している。2016 年に行った『甦る古譜と現代に生きる笙 シリーズⅢ』によって芸術選奨文部科

学大臣賞を受賞。今までに芸術選奨文部大臣新人賞、中島健蔵賞、佐治敬三賞など受賞。2018 年秋に

紫綬褒章を受章。2021 年度国際交流基金賞受賞。伶楽舎音楽監督。国立音楽大学招聘教授。
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